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「文と文の間一等位接続詞の語用論的研究-J
加 藤 主 税
What is There between Sentences? 
Chikara KATOH 
英語における等位接続詞は，しばしば省略されて，独立した2文として存在する.日本語訳をす
る場合には，文の前後関係から適切な接続詞を補足しなければ，訳として成立しない.文の前後関
係すなわち文脈によって，どのようなメカニズムで，適当な接続詞が選ばれるのかが大問題である.
前の文をA，後の文をBとし， AとBがbutで結ぼれていると，すると(l)A，but B， (2)-A， but 
-Bは同)前提条件のもとで成立し， (3) A but-B (4)-A， but Bは(1)(2)とは全く逆の前提条件で
成立する.soの場合も butと同様に分析できる.それ故， AとBの関係とある前提条件から， 80， 
butなどの接続詞がなくても，一定の接続詞を選ぶことが可能であり，反対に接続詞で2文が結ば
れている時には，その背後にある前提条件を推測することができる.
1. はじめに
よく「行間を読め」と言われるが，行間とは何であろ
うか.文と文との聞に隠されている意味を探ることが本
稿の目的である.それは文脈ということにも関係がある
し，各種の等位接続詞にも関係する.また英語には，そ
の意味が全く文脈に依存しているような表現が多い.そ
のような表現を通して，言外(文外)の意味を考えてみ
たし、
2. para taxisと hypotaxis
Onions (1904)によれば，英語の変化は parataxisか
らhypotaxisへの変化として把えることができる.ラテ
ン語では parataxisは co-ordination， hypotaxis は
sub-ordination K対応するが， Onionsはもう少し広い
意味で用いている.
(1) He laughed. She cried. 
(2) 1 was invited. 1 went. 
(3) 1 came. 1 saw. 1 conquered. 
たとえば(1)(2)(3)が最も典形的な parataxisの形である.
そして，それぞれの組の2つの文の関係を明確にするに
は次の2つの方法がある.その lつは等位接続詞や指示
副詞が付加されて， (4)(5)になる.
ωHe 1叫 hed{~~~} she cried 
(5) 1 was invited， so 1 ment 
2つ目は(6)(7)のように従属接続詞がつく場合であり，
これは既に hypotaxisの結合であると言う.
(6) If he laughed， she cried. 
(7) 1 went when 1 was invited. 
Onionsは上記のものの他に関係節，名詞節なども初
期は接続詞のない parataxisから発達してきたものと説
明している.英語には本来，接続詞は存在しなかったと
いう推測をしている.では接続詞はどこから来たのであ
ろうか. Onionsの言う 2文の関係を明確にするため，
という説明では不十分であると思われる.
(4)において andとbutとはどういう意味の差があるだ
ろうか.andは(1)の接続詞がない場合とあまり大差がな
いが， butの場合は (8)のような特別の.意味をもってい
る.
(8) 彼が笑ったから，彼女も笑うだろうと，思っていた
が，その予組に反して，彼女は泣いてしまった.
乙の場合の butは対照の意味にもとれるが，乙こでは
逆接の解釈をした.また(5)の soをbutにした(9)と(5)と
を比較してみよう.
(9) 1 was invited but 1 went. 
(9)は普通の状況では少し不自然である.酬のような文
脈の場合に可能である.
制 自分は人から誘われると，いつも行かないが，こ
の時だけは例外だった.
(5)はωのような意味になる.
ω 自分は人から誘われると，いつも行く ζ とにして
いて，乙の時も行った.
butやsoは文を結合するばかりでなく， このように重
要な意味を含んで‘いる.しかも乙れらの接続詞が省略さ
れている場合にも，その文脈から，それがあるものとし
て解釈してゆくが，そのメカニズムはどのようなもので
あろうか，本橋では接続詞を通じて，文脈的意味とはどん
なものか，そのー側面を探ってゆくことを目的とする.
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3E 文脈的意味
文脈的意味の周辺を探るために2 文脈的意味に依存し
ている例を考察してみる.
3.1. 入れ読み
毛布U(1972)は日英語発想調整法の 1つのテクニック
として「入れ読みJを提案している。これは「和訳のさ
い， i可か補って入れるというのは「最上級」を用いたと
ころに，場合によっては『 でさえもjと補うというよ
うなものも合めてP いろいろの場合があるが，ここで例
示したいのは p 文と文との間のツナギlこ何か語を補う」
(毛利(1972))ということである.
(12)..I cannot accept either view. ~D Institutions 
mould character， and character transforms 
institutions. [2IReforms in both must march 
hand in hand. 
仰において rとr2の;部分には，英文においては何も
ないが，日本語lこ択す時には .1は「むぜならばJ，国
は「だから」を補って解釈する.つまり，これら 3つの
文の忠、味関係から，適当な接続詞を補って訳さないと，
日本語訳としては不十分になる.叫において，第2者自
の文は，第l番目の文の理由になり，さらにこれは第3
の文の聞出にもなるのである.複数の文があれば，それ
らの文の聞には，必ず何らかの関係があり p 無関係な文
が続くということはあり得ない a 話題を変えたり，段落
が切れたりする場合には p その個所のみが，関係が一時
中断する.文と文とのツナギの部分(接続詞)は日本語
でも，英語で、も，よく省略されるが，日本語より，英語
のJjがその省略が激しいので，円英語発色!調整1去の lつ
の課題になるのである a 次に文と文との聞に接続詞があ
ってもなくてもよいのかということが問題となるがp こ
れはあまり鋭かい文がし、くつか続く場合には p 接続詞で
結んで文日体を長くし，反対に長い文が続く場合lこは接
続詞はよく省かれるというような文体的なことにも関係
する.
Ml You needn't worry any longer : the devil 
is gone. (毛利(1972)) 
仰において，ツナギの接続詞が省かれているがp この文
脈，つまり第l文と第2文との意味関係から p 理由を表
わす， because， forなどの接続詞を補うことができる.
さらに第2文が第l文の理由になっていることはι外の
事実つまり，話者と聴者の既知事項叫に関係する a
制人は悪魔を恐れるものだ.
この(lJ)は強いものであるので，仰は非文法的になる。
~~* You needn't worry any longer though the 
devil is gone 
一万， the devilをtheangel !ζ変えると仰のように自
然な文になる.
同 Youneedn't worry昌nyIonger though the 
angel is gone. 
同は帥のような言外の事項に基っく.
肋人は天{更を待ちのぞんでいる.
3.2. コンマ，コロンなどについて
次lこ接続詞伝と文のツナギの代用をするピリオドp コ
ロン，セ三コロン p コンマについて考えてみよう.まず
ピリオドは文の終止を示す符弓ーであるが，文と文との間
の符号として考えれば，既に301.て、述べたように and，
but， though， fo1'， because， so， therefor巴，
namely， that isの，<3昧lこ用いられる。
コンマなどの punctuation!こ関する研究はあまり見ら
れなしいまのところ「英語学昨典」の各項がもっと
も，網羅的である.ζれによれば7 コロンには色々な用
法があるが，とこで関係のあるものだけを引用すると倒
になる.
同 2. 同一構え;の節が重なる場合， and， but， for 
などの接続詞を言外に含める場合に多い。
3. That is， nam巴lyと共に， または単に，こ
れらの語句のl己:を合めて用いる g セミコロンで足りる時
lこ，コロンを用いる時は強調.
次i乙セ日コロ J について， r英語学辞典」から引用し
てみる.
問 1. 接続詞芯しに続く 2倒以上の節間.
To error is human; to forgive， divine. 
She was not only young; she was in-
credibJy lovely 
2 接続副詞 (so，hence， therefore， 
however....うで節を結ぶとき.
5. i即ち」の意の副詞が明示又は合意された節
が続く場合.
帥の2Iま，接続副詞の意味が明示又は含意された節が続
く場合もあり得る.同様にコンマについてはωである.
(20) 1. 文法的関係を示す.
c. 亘外lこ含蓄された接続詞の代用.
e 説明的な副詞の類などはコンマをともな
う.これらの語がなくとも，コンマだけでも
「すなわち」の意を示す.
ピリオド，コロン，セミコロン，コンマの順で区切りの
重要さがへる。つまり，休止が弱くなるのである.そし
て側側側のようにこれらのものはすべて，ピリオドと共
通の用法をもっている.これらを分類し，まとめると凶
のようになる.
削 1. 順接一-so，therefore 
2. 逆接一-however，but， though 
3. 理由一一一for，because 
4 説明 narnely， that is 
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5. 付加一-and
聞き手は第l文と第2文の意味関係と話し手3 聞き手の
了解事項とから，ロ1)の)-5のいづれかの意味を決定す
るのである@明確なツナギの語がある場合に比べて，こ
のようなものは聞き手の負担は大きい.
3.3. 分詞構文などの文脈依存性
文の前後関係から意味を決定しなくてはならないもの
の他の例は分語構文である.分詞構文lこは普通次のよう
な意味があるとされている.。2) Tired out after her long walk， she went 
to bed early. (原因，理由)
間:) Walking along the str己et，1 met my 
friend. (時)
帥 Turningto the right， you will find the 
office. (条件)
(25) Admitting what you say， 1 still think that 
you are in the wrong. (譲歩)
白61 Walking on tiptoe， 1 approached the little 
window. (付帯状況)
(22)-闘の例が示しているように，分詞構文のこれらの怠
味は，前文と後文との意味関係によって決定される.た
とえば凶に関して， r人は疲れると早く寝るものだ」と
いう前提条件(了解事項)があり， r疲れた」という文
は「早く寝た」という文と閃果関係で、結びっし仰にお
いて， r道を歩いた」と「友達に会った」は同時性で結
びつくのが普通であるが，因果関係で‘結びっくと考える
ことも不可能ではない.分詞構文は副詞節相当句と考え
られているが，その接続詞に相当するものは省略されて
おり，その意味はコン""7，セミコロンなどの意味のよう
に文脈に依存している.
その他文脈依存的意味をもっ代表的な例はb巴+不定詞
構文である.
制 We are to meet at six. (予定)
ω You are to come with m巴. (義務)
側 No one was to be seen. (可能)
(30) If it is to be done at all， itmust be done 
well. (仮定)
伺 Hewas never to see his home again.(運命)
紛ー 旧1)のような用法があり，その他意図，願望を分類す
る辞書もある.この場合はコンマ 9 分詞構文の場合と異
なり 9 文と文との関係からではなし単一の文中の語句
の意味関係から，そのような用法が生ずる.側目印刷はだ
いたいその文だけで， 仁の意味に決定されるが，仰闘は
予定p 義務p 願望，意図のいつれにもなり，その前後の
文の文脈，場面によって，あるいは話し手，聞き手の了
解事項p 前提条件などによってB そのどれかの意味にな
る。 be十不定詞はそれ自身は意味的l己中性，つまり無意
味iこ近く，換言すれば文脈依存性が高いということであ
る.
その意味がもっと強く文脈に依存するのは代名詞(定
冠詞を台む)である。文脈あるいは発話の場面の助けが
なければ，代名詞は無内容に等しい『英語学辞典Jによ
れば，この場合の依存の仕方は次の3段階に識別され
る.
ω 文脈に依存a
Ther己 isa book on my d巴sk.It is a 
dictionay. 
制特殊的 situnationfこ依存.
Wh丘t'sthat ? 
帥普遍的 situationに依存.
The sun is larger than the moon. 
その他文脈依存性というのは言語に広く作用している性
質であり， 2つ以との意味を有する語いの意味決定も文
脈に依っている E たとえば， spiritという語は，名詞，
動詞もあるがB 名詞だけに限って，大きく分けても①
心，②勇気，③人物，④気分，⑤アルコールなどのJ窓口木
をもら p その忘味決定はB その文内の文脈(その語とど
んな語が結合しているか)，それでも決定できない場合
には，前後の文ゃあるいは，その発話状況から，どれか
lつに決定される.語のレベノレ，文のレベル，談話のレ
ベル， 発話状況の Lベルにおける文脈のどれかによっ
て，特定の意味が選択されるのであり，それらのすべて
のレベルの文脈によってもなお9 完全に怠味が2iJiり以
上とれるということはあまりないように思われる.
4. Imt と 80
3で文脈の色々な面を概観してきたが，文脈がいかに
言語伝達ということに重要であるかを再認識するにいた
った.文脈と百っても色々なものがあって漠然としてい
るが，こ ζでは， もっとも基本的なものとして，文と文
とのツナギとして補われる削の 5種の接続つまり， 1頂
接，逆接，理由，説明，付加について，いま少し詳しく
調べてみよう. その5種のうちでも特に基本的なもの
は， 1員接と逆接であろう.
順接，逆接とは「広辞苑』によれば旧日防)のことであ
る.
同 !順接:前後する甲乙2つの文または文節を接続す
るしかたで，甲から当然に生ずる順当な事態
として乙が成立することを表わすもの.順態
接続。
倒 逆接・前後する甲乙2つの文または句における接
続のしかたの lで，甲で述べた事実と相反す
る事態またはそれと一致しない事態が乙にお
いて成立することを表わすもの.逆態接続.
l煩接の代表的な接続認はsoであり，逆接はbutで、ある.
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ただし， butは逆接でなく，単に対照を表わす場合があ
るが，乙こでは逆援の場合のみを問題とする.
的 H色 isrich， so he is happy. 
(38) He is rich， but he is happy. 
自力と倒は 3 接続詞のみが異なる文であるが，全く反対の
前提条件をもっている@倒帥はそれぞれ朗自時の前提条件
である固
倒金持は一般に幸福で、ある。
制金持は一般に不幸である.
倒が側より自然な結ー合でゐるのは，倒が刷より自然であ
るということに基づく A=heis rich， B=he is 
happy， -A=he is not rich， -B=h巴 isnot happy 
とし， AがBより先に来るものとすると倒ー仰のような
組合せが可能である.
位。) A， so B Cニ 37)
ω-A， so-B 
ωA， so-B 
住3) -A. so B 
(4) A， but-B 
同 A，but B 
同 A，but B (二38)
信司 -A， but-B 
ζのうち側の前提条件がある時には， (40)(41)(4)闘がJとし
し ω(43)倒仰は非文になり， (4日の前提がある時にはp そ
の逆になる.それで，文Aと文Bがあって，前提条件が
あれば，文Aと文Bのツナギの接続詞soがあるいは but
かが自然に決まる.また反対に， AとBがどんな接続詞
で結合してあったかによって，その前提条件が決まるの
である.だから接続詞が省田告される場合にはp 前提条件
が決っていなければならないし，接続詞を使って文を結
合する時には，新しい前提条件を合忘することができ
る。
似) 彼女は美人た。みんなに愛されている圃
(約のツナギはどんな接続詞だろうか@このままでは少し
あいまいであるが，わざとどちらにも決めないでp 聞き
手の判断にまかせる時にはp このままで使われる.もっ
とも中性的で p 暗示的主張のない表現はωである.
倒彼女は美人でみんなに愛されている.
倒はまだあいまいである.
制彼女は美人だロそしてみんなに愛されている a
帥は情報が付加されただけで 2文の関係は明示されて
いない.
倒彼女は美人なので 9 みんなに愛されている a
倒彼女は美人だがみんなに愛されている.
制p~は全く反対の前提をもっている。
以上j頃接と逆接について述べたが，その他のものも，
同様にして考えられる。理由については，順接と同様に
因果関係であるがp 順接の場合は原因・理由が先に来
てp 結果があとに来るのに対し p これはその反対であ
る.付加の場合は iつの文lこもう lつの文をつけ加える
だけであり，それらの文の間の関係はあまりないようで
ある。説明の場合にはョ Iつの文ともう iつの文の内容
が同じであり，表現が異なるだけである。乙の場合lとは
相当複雑な前提やら知識が必要で、ある.
5.結び
文と文とのツナギの接続詞は単に2つの文を結合して
いるだけでなく，その他重要な役割をもっ.その接続詞
によって，話し手の隠された主張を探ることができる.
また反対にr接続詞がない場合p 文は単独で出て来るも
のでなく，談話の一部として3 あるいは話し手s 聞き手
の状況をその背後にもっているのでp その省かれた接続
詞を推測することによって E 英文の深い理解が可能であ
る.
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